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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　診断対象部位に応じてあらかじめ設定される画像パラメータを用いて前記診断対象部位
に超音波を送波しそのエコーを受波して得られた信号を処理することにより前記診断対象
部位の画像データを表示することが可能な超音波診断装置において、
　設定装置による設定及び測定装置による測定の少なくとも一方により患者ごとに体重及
び体脂肪率を含む患者情報を取得する患者情報取得部と、
　過去の複数の前記患者情報にそれぞれ対応付けて最適な前記画像パラメータが登録され
ているデータベースと、
　前記患者情報取得部によって取得された前記患者情報と前記データベース上の複数の前
記患者情報とを照合し前記取得された前記患者情報に最も近似する前記データベース上の
患者情報を検索するデータベース照合部と、
　前記データベース照合部によって検索された前記データベース上の患者情報に対応付け
られた前記画像パラメータを選定する画像パラメータ選定部と、
　前記画像パラメータ選定部によって選定された前記画像パラメータを読み出す画像パラ
メータ読み出し部と、
　前記画像パラメータ読み出し部によって読み出された前記画像パラメータを、前記診断
対象部位に応じてあらかじめ設定される前記画像パラメータの設定値とする画像パラメー
タ設定部とを備え、
　前記画像パラメータ選定部は、近似した患者情報が複数存在する場合は、それらの患者
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を診断したときの診断対象部位に対応して画像データを表示するために使用した画像パラ
メータ群の中から、統計的に最も頻度の高いパラメータ及び、画像パラメータ群の中心値
のいずれか一方を用いることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　超音波が送波されるプローブ及び前記診断対象部位の映像データに基づいて、患者の体
格及び検者が診断する診断対象部位を認識する診断部位認識部を備え、認識された前記体
格及び前記診断対象部位を前記患者情報の一部とすることを特徴とする請求項１に記載の
超音波診断装置。
【請求項３】
　前記患者情報及びそれに対応付けられた前記画像パラメータを追加登録して、前記デー
タベースを更新するデータベース更新部を備えたことを特徴とする請求項１又は２に記載
の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、診断対象部位に応じてあらかじめ設定される画像パラメータを用いて、診断
対象部位に超音波を送波し、そのエコーを受波して得られた信号を処理することにより、
診断対象部位の画像データを表示することが可能な超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の超音波診断装置においては、様々な診断対象部位（以下、単に診断部位とも言
う）についてそれぞれ診断しやすい画像データを得るための多くの画像調節のパラメータ
、すなわち、画像パラメータが存在し、検者若しくはオペレータ（以下、単に検者とも言
う）が自分で画像パラメータを調節するか、又は、あらかじめ設定してある画像パラメー
タを呼び出すようにしていた。
【０００３】
　しかし、近年の診断技術の進歩や超音波診断装置の性能の高度化に伴って画像パラメー
タの種類が増加しているため、すべての画像パラメータを検者に直接入力させることが困
難になってきており、また、各画像パラメータの組み合わせをプリセットしておく方式で
も組み合わせの数が増加したため、検者による選択も困難になりつつあった。そこで、超
音波診断装置によって過去に走査して得られた画像がどの診断部位のものであるかを判別
し、その判別結果を利用して超音波診断装置の画像パラメータを最適の値に自動設定する
パラメータ設定装置が下記の特許文献１に開示されている。
【０００４】
　特許文献１に開示されたパラメータ設定装置を備えた超音波診断装置は、図５のブロッ
ク図に示すように、超音波プローブ９１が超音波診断装置本体９８に接続され、さらに、
超音波診断装置本体９８にはモニタ９５と、スキャンパラメータ設定装置９７とが接続さ
れている。超音波診断装置本体９８は送受信回路９２と、検波回路９３と、ＤＳＣ（デジ
タル・スキャン・コンバータ）９４と、制御部９６とを備えている。また、スキャンパラ
メータ設定装置９７は、その詳細を図６のブロック図に示すように、画像データ読み込み
手段９９、画像パターン抽出手段１００、パターンデータ記憶手段１０１、検索手段１０
２、診断部位出力手段１０３及びスキャンデータフィードバック手段１０４を備えている
。
【０００５】
　上記のように構成された超音波診断装置の概略動作について説明した後に、スキャンパ
ラメータ設定装置９７について説明する。超音波プローブ９１は図示を省略した被検体に
超音波ビームを送波し、そのエコーを受波する。送受信回路９２は超音波プローブ９１を
駆動する駆動信号を送信し、かつ、超音波プローブ９１で受波して得られたエコー信号を
受信する。検波回路９３は送受信回路９２で受信したエコー信号を検波する。ＤＳＣ９４
は検波回路９３で検波されたエコー信号を超音波画像として画像化するものであり、その
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画像データがモニタ９５に表示される。制御部９６は送受信回路９２、検波回路９３及び
ＤＳＣ９４を互いに関連付けて制御する。以上のようにして、被検体に超音波を送波し、
得られたエコー信号に基づいて被検体の画像データを生成し、生成された画像データを表
示して患者を診断することができる。
【０００６】
　次に、スキャンパラメータ設定装置９７について説明する。画像データ読み込み手段９
９が超音波診断装置本体９８から画像データを読み込むと、画像パターン抽出手段１００
は読み込んだ画像データから画像パターンを抽出する。パターンデータ記憶手段１０１に
は複数の診断部位に対応するパターンデータが記憶されており、検索手段１０２はパター
ンデータ記憶手段１０１を検索して、画像パターン抽出手段１００で抽出した画像パター
ンと類似するパターンデータを見いだす。そこで、診断部位出力手段１０３が類似するパ
ターンデータに対応する診断部位を出力する。スキャンデータフィードバック手段１０４
は、診断部位出力手段１０３が出力した診断部位に対応する画像パラメータを、複数の診
断部位に対応する画像パラメータを記憶しておく図示省略の画像パラメータ記憶手段から
取り出して、超音波診断装置本体９８の制御部９６へフィードバックする。これによって
、画像パラメータを自動的に設定することができる。
【特許文献１】特開平４－２２４７３８号公報（段落０００５、０００６）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら患者を超音波診断する場合、生体に対する探触子の当て方によって様々な
パターンが存在する。上述したスキャンパラメータ設定装置９７によって患者のどの部位
を診断しているかを正確に識別するには、パターンデータ記憶手段１０１に膨大なパター
ンデータを蓄積しておかなければならないという問題があった。また、体重、体脂肪率、
年齢、体格などによって患者のパターンデータは種々に変化するにもかかわらず、従来の
画像パラメータ設定装置は診断部位のみで画像パラメータを決定しているため、画像パラ
メータを最適な条件で設定することが極めて難しいという問題もあった。
【０００８】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、パターンデータを蓄積する
ことなく、患者の特質に応じて最適な画像パラメータを設定することができる超音波診断
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明は、診断対象部位に応じてあらかじめ設定される
画像パラメータを用いて前記診断対象部位に超音波を送波しそのエコーを受波して得られ
た信号を処理することにより前記診断対象部位の画像データを表示することが可能な超音
波診断装置において、
　設定装置による設定及び測定装置による測定の少なくとも一方により患者ごとに体重及
び体脂肪率を含む患者情報を取得する患者情報取得部と、
　過去の複数の前記患者情報にそれぞれ対応付けて最適な前記画像パラメータが登録され
ているデータベースと、
　前記患者情報取得部によって取得された前記患者情報と前記データベース上の複数の前
記患者情報とを照合し前記取得された前記患者情報に最も近似する前記データベース上の
患者情報を検索するデータベース照合部と、
　前記データベース照合部によって検索された前記データベース上の患者情報に対応付け
られた前記画像パラメータを選定する画像パラメータ選定部と、
　前記画像パラメータ選定部によって選定された前記画像パラメータを読み出す画像パラ
メータ読み出し部と、
　前記画像パラメータ読み出し部によって読み出された前記画像パラメータを、前記診断
対象部位に応じてあらかじめ設定される前記画像パラメータの設定値とする画像パラメー
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タ設定部とを備え、
　前記画像パラメータ選定部は、近似した患者情報が複数存在する場合は、それらの患者
を診断したときの診断対象部位に対応して画像データを表示するために使用した画像パラ
メータ群の中から、統計的に最も頻度の高いパラメータ及び、画像パラメータ群の中心値
のいずれか一方を用いることを特徴とする。
　この構成により、測定された患者情報に最も近似して対応付けられて登録されている画
像パラメータが選定され、この画像パラメータが診断しやすい画像を得るための画像パラ
メータとして設定されるため、パターンデータを蓄積することなく、患者の特質に応じて
最適な画像パラメータを設定することができる。
 
【００１０】
　また、本発明は、超音波が送波されるプローブ及び前記診断対象部位の映像データに基
づいて、患者の体格及び検者が診断する診断対象部位を認識する診断部位認識部を備え、
認識された前記体格及び前記診断対象部位を前記患者情報の一部とする。
　この構成により、検者が患者情報として診断対象部位を入力しなくとも画像パラメータ
を設定することができる。
【００１１】
　さらに、本発明は、前記患者情報及びそれに対応付けられた前記画像パラメータを追加
登録して、前記データベースを更新するデータべース更新部を備える。
　この構成により、診断回数を増やすごとに患者によって異なる画像パラメータをより正
確に設定することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、測定された患者情報に最も近似して対応付けられて登録されている画
像パラメータが選定され、この画像パラメータが診断しやすい画像を得るための画像パラ
メータとして設定されるため、パターンデータを蓄積することなく、患者の特質に応じて
最適な画像パラメータを設定することができる超音波診断装置が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明を図面に示す好適な実施の形態に基づいて詳細に説明する。
＜第１の実施の形態＞
　図１は本発明に係る超音波診断装置の第１の実施の形態の構成を示すブロック図である
。図１において、被検体の診断対象部位（図示せず）に超音波ビームを送波し、そのエコ
ーを受波する超音波プローブ１１が超音波診断装置本体１８に接続されている。この超音
波診断装置本体１８には、さらに、画像データを表示するモニタ１５が接続されている。
超音波診断装置本体１８は、超音波プローブ１１に対する駆動信号の送信及びエコー信号
の受信を行う送受信回路１２と、受信されたエコー信号を検波する検波回路１３と、検波
されたエコー信号を画像化してその画像データをモニタ１５に加えるＤＳＣ１４と、制御
部１６及び画像パラメータ統括部１７を備えている。
【００１４】
　上記のように構成された第１の実施の形態の概略動作について説明した後に、画像パラ
メータ統括部１７の詳細について説明する。超音波プローブ１１は図示を省略した被検体
の診断対象部位に超音波ビームを送波し、そのエコーを受波する。送受信回路１２は超音
波プローブ１１を駆動する駆動信号を送信し、超音波プローブ１１で受波して得られたエ
コー信号を受信する。検波回路１３は送受信回路１２で受信したエコー信号を検波する。
ＤＳＣ１４は検波回路１３で検波されたエコー信号を超音波画像として画像化するもので
あり、その画像データがモニタ１５に表示される。制御部１６は送受信回路１２、検波回
路１３及びＤＳＣ１４を制御する。画像パラメータ統括部１７は画像パラメータを統括し
ており、画像パラメータを制御部１６に伝達する。以上のようにして、被検体の診断対象
部位に超音波を送波し、得られたエコー信号に基づいて被検体の画像データを生成し、生
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成された画像データを表示して患者を診断することができる。
【００１５】
　図２は画像パラメータ統括部１７の詳細な構成を示すブロック図であり、外部からの設
定装置による設定又は測定装置を用いて患者情報を取得する患者情報取得部１９と、過去
の多数の患者情報にそれぞれ対応付けて最適な画像パラメータが登録されているデータベ
ース２０と、患者情報取得部１９によって測定された患者情報とデータベース上の多数の
患者情報とを照合し、測定された患者情報に最も近似するデータベース２０上の患者情報
を検索するデータベース照合部２１と、このデータベース照合部２１によって検索された
データベース２０上の患者情報に対応付けられた画像パラメータを選定する画像パラメー
タ選定部２２と、この画像パラメータ選定部２２によって選定された画像パラメータを読
み出す画像パラメータ読み出し部２３と、この画像パラメータ読み出し部２３によって読
み出された画像パラメータを、診断しやすい画像を得るための画像パラメータとして制御
部１６に設定する画像パラメータ設定部２４とを備えている。
【００１６】
　上記のように構成された画像パラメータ統括部１７の動作について以下に説明する。患
者情報としては、体重、体脂肪率、年齢、性別、体格、診断対象部位などがあり、このう
ち、年齢、性別、体格、診断対象部位などは検者によって初めに設定され、体重及び体脂
肪率は測定装置を用いて測定される。患者情報取得部１９は年齢、性別、体格、診断対象
部位などを検者が設定する操作盤などの設定装置と体重、体脂肪率などを測定する測定装
置とを含んでいる。体重及び体脂肪率を測定する測定装置としては、患者が座る椅子や患
者が横になるベッドに設置して体重を測定する加圧センサと、椅子やベッドに設置して患
者に握ってもらうことによって体脂肪を調べる金属性の握り部とで構成することができる
。したがって、患者情報としては、体重６０ｋｇ、体脂肪率２０％、２０歳の男性、筋肉
質、診断対象部位は頸動脈などが入力される。データベース２０には過去に診断を行った
多数の様々な患者ごとに、複数の患者情報とこの患者情報に対して最適な画像パラメータ
（その患者を診断したときの最も診断しやすい画像として検者が認識しデータベースに登
録したその画像取得時の画像パラメータ）とが対応付けられて登録されている。
【００１７】
　一方、画像パラメータの項目としては、受信信号利得、受信信号のダイナミックレンジ
、フレーム相関を表すパーシスタンス、送信出力、輪郭強調、エコー信号から適当な信号
レベルの範囲を選択して見やすい画像にするためのリジェクト、発振周波数、走査線密度
、パルス繰り返し周波数、画像の白と黒の間の中間調（階調）を任意に設定する機能であ
るグレーマップ、カラーモードプラントモードにおけるカラーマップ、心電モード又はド
プラモードの時間軸掃引スピードである掃引速度などがある。データベース照合部２１は
患者情報取得部１９によって取得された患者情報とデータベース上の多数の患者情報とを
照合し、測定された患者情報に最も近似するデータベース２０上の患者情報を検索する。
画像パラメータ選定部２２はデータベース照合部２１によって検索されたデータベース２
０上の患者情報に対応付けられた画像パラメータを選定する。そこで、画像パラメータ読
み出し部２３は画像パラメータ選定部２２によって選定された画像パラメータを読み出す
。画像パラメータ設定部２４は画像パラメータ読み出し部２３によって読み出された画像
パラメータを、診断しやすい画像を得るための画像パラメータとして設定し反映させる。
なお、設定された画像パラメータを参考にして検者がその値を微調整した画像パラメータ
を操作盤から入力することにより、画像データの精度を更に上げることができ、さらに、
新たな画像パラメータとして設定してもよい。
　また、「最適な画像パラメータ」は、データベース２０内の過去の複数の患者情報の中
から、今対象としている患者（これから診断しようとしている患者、あるいは検者が注目
している患者）情報に最も近似した患者情報の患者を診断したときの最も診断しやすい画
像を取得したときの画像パラメータであるが、近似した患者情報が多数存在する場合は、
さらにそれらの患者を診断したときの診断対象部位に対応して画像データを表示するため
に使用した画像パラメータ群の中から、統計的に最も頻度の高いパラメータあるいは、画
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像パラメータ群の中心値を用いてもよい。
【００１８】
　以上のように、本発明の第１の実施の形態によれば、診断対象部位を含めた患者情報を
設定又は測定して入力することにより、この患者情報に最も近似する患者情報に対応付け
られた最適な画像パラメータが設定されるため、患者のパターンデータを蓄積することな
く、診断対象部位に対応させて最適な画像データを設定することができる。
【００１９】
　なお、第１の実施の形態では、患者情報として体重、体脂肪率、年齢、性別、体格、診
断対象部位などを用いたが、このうちの体重及び体脂肪率のみを患者情報としても、オペ
レータ（検者）が逐次設定する場合と比較して格段に診断しやすい画像データが得られる
画像パラメータが設定され、さらに、年齢、性別、体格、診断対象部位などのうちから用
いる情報を増やすほどより適切な画像パラメータが設定される。
【００２０】
＜第２の実施の形態＞
　図３は本発明に係る超音波診断装置の第２の実施の形態として、図２に示した画像パラ
メータ統括部１７に代えてその機能を実行する画像パラメータ統括部１７Ａの詳細な構成
を示すブロック図である。この図３に示した画像パラメータ統括部１７Ａは、図２に示し
た画像パラメータ統括部１７の構成要素に対して、体格及び診断対象部位を優先的に入力
する診断部位認識部２５を新たに付加した点が異なっている。
【００２１】
　診断部位認識部２５は、一般的な体型に関する情報と、解剖学的な内臓の位置を示すレ
イアウト情報と、プローブの外形情報とを持っており、さらに、患者を３次元に捉えた映
像データを得る撮像装置を付帯している。この撮像装置は、例えば、診断時に患者が横に
なるベッドの上の天井に設置される１台のカメラと、そのベッドの左右にそれぞれ設置さ
れる２台のカメラとで構成することができる。そして、３台のカメラの映像データに基づ
いて患者の体格を判定するとともに、プローブの種類、その位置及び角度を認識し、内臓
の位置を示すレイアウト情報と照合して診断対象部位を特定する。
【００２２】
　上記のように構成された第２の実施の形態の動作について以下に説明するが、図２に示
した画像パラメータ統括部１７と同一の要素には同一の符号を付してあるのでそれらの説
明を省略し、特に、画像パラメータ統括部１７Ａが画像パラメータ統括部１７と構成上異
なる点を中心にして以下に説明する。診断部位認識部２５は３台のカメラの映像データに
基づいて患者の体格を判定し、さらに、プローブの種類、その位置及び角度を認識し、内
臓の位置を示すレイアウト情報と照合して診断対象部位を特定する。データベース照合部
２１は、診断部位認識部２５が認識した患者の体格情報及び診断対象部位情報と患者情報
取得部１９で取得した体重及び体脂肪率とを合わせた患者情報と、データベース２０上の
多数の患者情報とを照合し、測定された患者情報に最も近似するデータベース２０上の患
者情報を検索する。画像パラメータ選定部２２はデータベース照合部２１によって検索さ
れたデータベース２０上の患者情報に対応付けられた画像パラメータを選定し、画像パラ
メータ読み出し部２３は画像パラメータ選定部２２によって選定された画像パラメータを
読み出す。画像パラメータ設定部２４は画像パラメータ読み出し部２３によって読み出さ
れた画像パラメータを、診断しやすい画像を得るための画像パラメータとして設定する。
【００２３】
　このようにして、第２の実施の形態によれば、診断部位認識部２５が検者の診断してい
る部位及び患者の体格を認識するため、検者が診察の初めに診断対象部位及び体格を入力
しなくても診断対象部位の画像パラメータを設定することができるので、検者は画像調節
の多くのパラメータを自分で設定しなくても、様々な診断対象部位について診断しやすい
画像データを得ることができる。
【００２４】
＜第３の実施の形態＞
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　図４は本発明に係る超音波診断装置の第３の実施の形態として、図３に示した第２の実
施の形態を構成する画像パラメータ統括部１７Ａに代えてその機能を実行する、画像パラ
メータ統括部１７Ｂの詳細な構成を示すブロック図である。図４において図３と同一の部
分には同一の符号を付してその説明を省略する。図４に示した画像パラメータ統括部１７
Ｂは、データベース２０に登録してある患者情報を更新するデータベース更新部２６を付
加した点が図３に示した画像パラメータ統括部１７Ａと異なっている。
【００２５】
　上記のように構成された第３の実施の形態の動作について、特に、第２の実施の形態と
構成を異にする部分を中心にして以下に説明する。データベース更新部２６はデータベー
ス２０に登録済みの患者情報及びこの患者情報に対応する画像パラメータに対して、新規
の患者情報及びこの患者情報に対応する画像パラメータを追加登録することを可能にした
ものである。この場合、患者情報として体重、体脂肪率、年齢、性別、体格、診断対象部
位などの各値をデータベース更新部２６に追加登録し、この患者情報に対応して検者又は
オペレータによって新たな画像パラメータが設定されたとき、この新たな画像パラメータ
を追加登録する。これによって、患者情報に対応する画像パラメータが新たに設定される
ごとに、前回使用した画像パラメータを次回の選定に提供することができる。
【００２６】
　このようにして、第３の実施の形態によれば、データベース更新部２６によって、画像
パラメータが新たに設定されるごとに、患者情報及びこの患者情報に対応する最適な画像
パラメータが追加登録されるため、診断回数を増やすごとに患者によって異なる画像パラ
メータをより正確に設定することが可能になるという効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明は、患者ごとに体重及び体脂肪率を含む患者情報を取得する患者情報取得部と、
多数の患者情報にそれぞれ対応付けて最適な画像パラメータが登録されているデータベー
スと、取得された患者情報に最も近似するデータベース上の患者情報を検索するデータベ
ース照合部と、検索されたデータベース上の患者情報に対応付けられた画像パラメータを
選定する画像パラメータ選定部と、選定された画像パラメータを読み出す画像パラメータ
読み出し部と、読み出された画像パラメータを、診断対象部位に応じた画像パラメータの
設定値とする画像パラメータ設定部とを備えているため、パターンデータを蓄積すること
なく、患者の特質に応じて最適な画像パラメータを設定することができる超音波診断装置
として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の第１の実施の形態の構成を示すブロック図
【図２】本発明の第１の実施の形態を構成する画像パラメータ統括部の詳細な構成を示す
ブロック図
【図３】本発明の第２の実施の形態を構成する画像パラメータ統括部の詳細な構成を示す
ブロック図
【図４】本発明の第３の実施の形態を構成する画像パラメータ統括部の詳細な構成を示す
ブロック図
【図５】従来の超音波診断装置の構成を示すブロック図
【図６】従来の超音波診断装置のスキャンパラメータ設定装置の詳細な構成を示すブロッ
ク図
【符号の説明】
【００２９】
　１１　超音波プローブ
　１２　送受信回路
　１３　検波回路
　１４　ＤＳＣ
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　１５　モニタ
　１６　制御部
　１７、１７Ａ、１７Ｂ　画像パラメータ統括部
　１８　超音波診断装置本体
　１９　患者情報取得部
　２０　データベース
　２１　データベース照合部
　２２　画像パラメータ選定部
　２３　画像パラメータ読み出し部
　２４　画像パラメータ設定部
　２５　診断部位認識部
　２６　データベース更新部

【図１】
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